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会 議 記 録 

 

高松市附属機関等の設置、運営に関する要綱の規定により、次のとおり会議記録を公表しま

す。 

会議名 令和４年度第１回高松市美術館協議会 

開催日時 令和４年５月２４日（火）１３時３０分～１５時００分 

議題 （１）令和３年度事業報告について 

（２）令和４年度事業計画について 

（３）その他 

公開の区分 ■ 公開   □ 一部公開   □ 非公開 

上記理由  

出席委員 毛利委員、古川委員、岡委員、薮内委員、竹中委員、田野委員、中村(光)委

員、Page 委員、吉田委員、品地委員、三井委員、金川委員、佐々木委員、中

村(涼)委員 

傍聴者 １人 （定員 ５人） 

担当課及び 

連絡先 

美術館美術課業務第二係 

087-823-1711 

 

会議の経過及び結果 

【開会】 

局 長 －あいさつ－ 

事 務 局 委員紹介 

事務局職員紹介 

事 務 局 委員出席者数による会議の成立を報告 

 会議の公開についての了承を求める 

全 委 員 同意 

   

【議題（１）令和３年度事業報告について】及び【議題（２）令和４年度事業計画について】 

事 務 局 資料に沿って事業の実施内容等及び事業計画を説明 

委 員 収蔵作品の増加に伴う保管場所の確保について質問 

事 務 局 平成２８年の高松市美術館リニューアル時に、収蔵庫を１庫増設。また、収集

の柱に基づく慎重な寄贈・寄託の受け入れも行っているため、当面保管場所不

足の懸念はないと回答 

委  員 高松市美術館で現在開催中の特別展「tupera tuperaの かおてん.」（以下「か

おてん.」）はすでに来場者１万人を突破したが、コロナ禍の高松市でこの数字

をどのように分析するか質問 
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会議の経過及び結果 

事 務 局 「かおてん.」の特徴として、世代を問わず家族で楽しめる企画内容であるこ

とと子どもに人気のある作家であったことが１万人達成に繋がった理由のひと

つと考える。加えて感染症対策も通常より厳しく行い、来場者に安心感を提供

できたことも関係するのではと回答 

委 員 学校との連携事業で、特定の学校が多い理由を質問 

事 務 局 オンライン形式での環境が整っている学校の絶対数が少ないための結果と回答 

美術館側も初めての試みだったため、今後はアウトリーチに繋げていくと回答 

委 員 瀬戸芸との相乗効果はあるのか質問 

事 務 局 手ごたえを感じていると回答 

委 員 昨年度の臨時休館は、事前通知もなく突然始まった。美術館は密ではないのだ

から「こういう時は開館ができる」という基準を整えてはどうかと要望 

事 務 局 行政としては単独での開館という判断は困難だったと回答 

事 務 局 令和４年３月より高松市美術館でキャッシュレス決裁の導入・運用開始。ICT

活用の一環としての新しい取り組みであることを報告。 

委 員 来館できずともオンライン等で視聴できるのは良い事であるが、近年アートの

ファスト化を実感する。可視化し過ぎの弊害はないか質問 

事 務 局 来館、オンラインそれぞれの良い部分を織り交ぜハイブリッドを目指すと回答 

会 長 教育委員会及び高松市美術館長からの諮問について、「令和３年度事業報告につ

いて」及び「令和４年度事業計画について」集約した意見を付して答申するこ

とに了承を求める 

全 委 員 同意 

  

【議題（３）その他】 

事 務 局 令和４年度の高松市美術館・塩江美術館の展覧会スケジュール及び内容の説明 

委 員 「かおてん.」のような親子で来館できる親しみやすい展覧会を今後も開催する

ことを要望 

塩江美術館で開催中の企画展は作家との連携や地元の盛り上がりが感じられ

る。今後も応援していきたいとの意見 

委 員 美術館の再入場を検討してほしい。先述の「かおてん.」では子どもを連れてい

る来館者が多数で、「当日中に限り再入場可」等の措置があればと感じた。ま

た、子ども連れで観覧できる日程を確保してほしい（託児サービス付き等）。今

後の検討を要望 

副 会 長 丸亀町のブランチギャラリーでの展示について、市民から好評を得ている。４

月に「讃岐おもちゃ美術館」がオープンした。高松市美術館から近距離にあり

（大工町８-１）、今後連携を取ることを要望 
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会議の経過及び結果 

事 務 局 検討すると回答 

委 員 鑑賞中の会話について、美術館全般において看視員から過剰に注意されている

と感じることがある。高松市美術館においては、注意する際の基準を設けてい

るのか質問 

副 会 長 度々話題に上るが、難しい問題。美術館とはどういう場所かという鑑賞者側の

考え方にも関係するのでは。 

事 務 局 鑑賞時の音に対する不快度は個人差が大きいので難しい問題ではあるが、今後

も現場と連携し対応を考えていくと回答 

  

事 務 局 開催中の特別展及び常設展の案内及び事務連絡 

  

会 長 －閉会－ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 


